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▽視聴覚教育・放送教育全国大会合同大会 生涯学習部会について 

 
令和５年度視聴覚教育・放送教育合同全国大

会は、時代に即した視聴覚教育・放送教育に関

するワークショップ・セミナー、全体会、実践

発表、教材・機材展示などを行い、最新の視聴

覚教育・放送教育、ＩＣＴ教材・機器に関する

情報を参加者に提供することを目的に、令和５

年 11 月 11 日（土）に開催します。今年度も

昨年度に引き続き、オンライン開催となります。

生涯学習部会の実践発表やセミナーの内容が

下記のように決まりましたので参照下さい。 

 

◇セミナー（10:00-12:00） 

「視聴覚教育関係者が知っておきたい著作権

の最新動向」 

講師：福岡教育大学 大和 淳 教授 

 著作権法は、著

作者の権利を守

るとともに、正し

い著作物の利用

を促すためのル

ールです。近年の

デジタル化・ネッ

トワーク化の急速な進展により、創作や流通、

利用の環境が大きく変化し、著作権法もそれ

に合わせて改正されています。本セミナーで

は、福岡教育大学教授で元文化庁著作権課課

長補佐の大和淳先生に、最新の著作権に関す

る動向を解説していただきます。 

 

◇実践発表 1（13:30-14:10） 

「仙台市における自作視聴覚教材制作の取組

みとデジタル化について」 

発表者：仙台市教育委員会 間宮 智也氏 

仙台市教育委員会では、視聴覚メディアを

活用した学習を支援するため、地域映像教材

ソフト開発事業として、地域映像教材の制作

委託および自作視聴覚教材審査会に取り組ん

でいます。また、制作された作品は「せんだ

いメディアテーク」のホームページで視聴お

よび活用することができます。 

 

◇実践発表２（14:15-14:55） 

「令和4年度全国視聴覚教育連盟調査研究を

基に考察する」 



2 

 

発表者：全国視聴覚教育連盟専門委員、東映

(株)教育映像部 中鉢 裕幸 氏 

令和４年度全国視聴覚教育連盟調査研究プ

ロジェクトにおいて「オンライン学習への対

応策構築に向けた調査研究」を行いました。

この研究は、集合学習が困難になってきてい

るコロナ時代の新たな実現可能性のある学習

提供策を検討するために、ホームページ調査

により、教材のオンライン視聴とオンライン

講座の取り組み状況を調べ、事例分析を行い

ました。本報告では、自作教材のデジタル化

を中心とし、調査結果を踏まえた自作教材の

デジタル化推進策を考えるとともに、市販教

材のデジタル化について、教材供給者として

の立場からのご意見をうかがいます。 

 

＜全国大申込＞（申込締切 11/9（木）） 

https://www.ave-hoso-2023.net/form/ 

（参加申込サイト） 

 

https://www.javea.or.jp/soutai/pdf/202

30904-annai.pdf 

（二次案内ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.ave-hoso-2023.net/form/
https://www.javea.or.jp/soutai/pdf/20230904-annai.pdf
https://www.javea.or.jp/soutai/pdf/20230904-annai.pdf
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▽オンライン交流会を実施しました（9 月 19 日（火）） 

「16 ミリ映写機操作講習会の現状と今後の方向性」 
 

当連盟では、今年度視聴覚センター・ライ

ブラリーの職員などを対象に、年２回 Zoom

によるオンライン交流会を開催いたします。

第１回目として去る９月 19 日（火）に「16

ミリ映写機操作講習会の現状と今後の方向

性」をテーマに交流会を開催いたしました（写

真 1）。当日は毎年 16 ミリ映写機操作講習会

の講師としてご活躍されている群馬大学の立

見康彦教授をお迎えし、参加者が日頃感じて

いる質問や課題などについて、助言いただき

ました。 

１．日時 

 ９月 19 日（火）14:00～15:30 

２．開催の目的 

 最近、事務局に 16ミリ映写機操作講習会に

関する問い合わせが増えています。「県内で

16 ミリ講習会が実施されなくなったが、他県

で実施の講習会を受けられるのか？またその

認定証は他県でも有効なのか？」「16 ミリ講

習会の講師が高齢や病気のため引き受けても

らえなくなったので、講師を紹介してほし

い。」「16 ミリ講習会をオンラインでやって

も認定証を出せるのか？」「16 ミリ映写機の

修理・メインテナンスを出来る会社（団体・

人）を紹介してほしい。」などです。そこで、

本交流会では、１６ミリ映写機操作講習会の

現状とこれからを考える機会としました。 

３．参加申込者 

 73 名（当連盟加盟団体、視聴覚教育団体、

視聴覚センター・ライブラリー職員、教育委

員会職員、図書館職員、映像教材製作社、16

ミリ修理・メインテナンス業者など） 

４．会の流れ 

14:00 開会 丸山裕輔（新潟県五泉市立愛

宕小学校教諭） 

14:10 事例報告１ 山本 淳（岩手県教育

委員会事務局盛岡教育事務所） 

 

写真１・Zoom で実施のようす 

14:20 事例報告２ 小栁真一（栃木県総合

教育センター生涯学習部副主

幹） 

14:30 立見教授からの助言 

15:00 意見交流（チャットによる質問にも

回答） 

15:25 交流会のまとめ 丸山裕輔 

15:30 閉会 

５．事前アンケート 

 今回多数の参加申込があったため、質問や

課題を事前にアンケートとしてメールで送付

いただき、当日スムーズに会が進行するよう

にしました。事前アンケートの回答は以下の

通り。 

・講師の高齢化、人材不足 

・映写機の修理・メインテナンス 

・16 ミリフィルムの保管方法 

写真２・複数人で研修的に視聴いただいた事例も  

ありました（岩手会場） 
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・オンライン講習会の可能性／講師１名で最大

受講者人数 

・16 ミリ映写機の購入・借用の可否 

・フィルム保存のための複製の可否・方法 

・映写機を保存するか廃棄するかの判断基準 

・修了証発行の講習会で、在住在勤在学でない

人は可能か 

※なお、当日の話し合いの報告は後日 HP など

で掲載します。 

 

                                             

▽全国視聴覚教育連盟 功労者表彰を受賞して 
 

今年度の功労者表彰受賞者６名のうち３名

の方々より受賞の喜びの声が届きましたので

ご紹介します（岩手県・吉田郁子氏、埼玉県・

根岸昌史氏、北九州市・馬場重明氏）。 

 

●岩手県・吉田郁子氏 

「私のライブラリーアーカイブと未来のカタ

チ」 

 市の図書館を退職して２年半、田舎の元農

家の母屋蔵納屋の３棟ある我が家のリフォー

ムと片付廃棄、高齢の母の老老介護？にまっ

しぐらな毎日です。 

 今回の表彰に今までご指導頂いた方々や一

緒に仕事に携わってきた皆様に感謝を申し上

げると共に、当時の記憶を辿ってみたいと思

います。 

 合併前の平成９年からは、花巻地方の手工

芸・まつり、先人の３作品を作成しました。

手工芸の時は冒頭に各市町の花を入れようと

いうことで（確か私が言い出したような）大

迫町はハヤチネウスユキソウだよね、とその

ワンカットのために早池峰山（1,917m）に

機材等を持って登山を

しました。麓の方でも撮

れると思い、いざ登ると

「もっと咲き始めの花

のほうがいいよね」と結

局 5 合目近くまで登り

ました。当時のカメラマ

ンスタッフ達は若く小走りでどんどん上がり、

40 代のライブラリー担当の盛川さんと私は

蛇紋岩の岩礫地をついて行くのがやっとの状

態……、試写会で風になびく可憐な花を見て、

あの時が人生で一番ついらい早池峰山登山だ

ったなと思い出されました。上映や個人貸出

と今では貴重な資料です。 

 また当時協議会では毎年 16 ミリフィルム

等の選定があり、２日間ひたすらフィルム視

聴、そうして購入した資料は図書館で映画会

を行い、多い時は 100 人以上の親子が観に

来てくれました。宮沢賢治作品の時は、始ま

る前に関連絵本の読み聞かせや作者の紹介な

ど郷土の作家を知る契機にもなっています。 

 地域では、まだまだ若年層に分類され、社

会参加の機会をいただいていますが、今後も

20 代から始めた郷土の伝説や昔話を紙芝居
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にして後世に語り伝え遺すことや、本を介し

たボランティアも継続していければと考えて

います。 

 実は退職してからの夢を少しづつ叶えてい

ます。6 月には遠方の学生時代の友人に会った

り(実に 44 年ぶり)、ずっと行きたかったアダ

ンの実の茂る南の島の美術館をレンタカーで

廻ったりと、これからは庭の樹木や植物に囲ま

れ、自分が愉しいと思えること、新しいことに

心が触れる、そんな時間を過ごせたらと思って

います。 

 

●埼玉県・根岸昌史氏 

「春日部市視聴覚センター勤務を振り返っ

て」 

同センターは、「視聴覚教育を通して、市民

の生活文化と知識教養の向上を図り、あわせ

て学校教育と社会教育の向上を図る」ことを

目的とし、平成２年度に開設されました。 

私は開設から２年後、念願の事業係主事と

して勤務を開始してから、令和元年度末に所

長として定年退職するまで通算すると１０年

間、そして現在も再任用として引き続き勤務

し４年目になります。 

当初自ら希望していたこともありますが、

長い間同センターに勤務することが出来たの

は、共に業務に携わってきた多くの方々のお

陰であり、深く感謝申し上げたいと思います。 

 この度、身に余る賞を戴けたのは、長く業

務に携わる事が出来たためであると考えられ

ますので、当時の事業報告書をたよりに、定

年退職までの勤務を振り返ってみたいと思い

ます。 

 最初に勤務した平成４年度は、全国的にも

珍しい施設であったため、市外からの視察が

年間で 34 件もあり、遠くは北海道からも訪

れていました。 

当時の主な主催事業は、パソコン関係 10

事業、ビデオ関係８事業、16 ミリ関係１１

事業、教材開発事業では、ビデオ６作品、パ

ソコンソフト１作品を制作するなど、数多く

の事業を実施しました。私にとって最初の３

年間が、最も楽しく様々な事業に携わること

が出来、手応えも感じ充実したものとなりま

した。 

 その後市長部局等を経験し、平成 22 年度

から４年間と同 29 年度から３年間、所長と

して勤務した頃は、事業としては時代の変化

に合わせプログラム内容等の変更を行いまし

た。とりわけ、全国を対象とした春日部市ビ

デオフェスティバルにおいては、レベルの高

い作品を厳正なる審査を行い、表彰を兼ねて

受賞作品の上映を行いました。これにより、

同センターを全国に PR するとともに、市民

にプロ顔負けの映像作品を鑑賞する機会を提

供することが出来ました。 

これらの事業を通し微力ではございますが、

視聴覚教育の振興に寄与する事が出来たと考
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えています。 

また、事業を通し多くの事を経験しながら学

べた事、そして市民や関係者と繋がりが持てた

事は、私にとって大きな財産となっています。 

 

●北九州市・馬場重明氏 

「16 ミリフィルムと子どもたち」 

 子どもの数が減

って解散した町内

の子ども会を、平

成 13 年にたった

３人の子どもで復

活し、同じ区会の

子ども会と合同で

子ども会活動を始

めました。その時、

隣の区会の子ども

会会長から、北九

州市ＡＶＥの会の入会を勧められ入会したの

が、16 ミリフィルムとの出会いです。 

 北九州市ＡＶＥの会とは、北九州市視聴覚セ

ンターの 16 ミリフィルムや教材を活用して、

各種団体等の要請に応じた映写会を実施する

団体です。私は八幡西区会で、主に親と子の映

画会、市民センターでの映画会で、16 ミリフ

ィルムを会のメンバーと一緒に映写してきま

した。 

 子ども向けの 16 ミリフィルムの上映では、

まず部屋を暗くします。映写が始まると３・

２・１とカウントダウンが映し出され、子ども

たちの映画に対する期待が膨らみます。映画が

始まると、フィルムの傷が縦にあっちこっち動

いたり、画像がぶれたり、音声も聞き取れなく

なったりもします。今の子どもたちは、何故そ

うなるのか不思議に思うでしょう。子どもたち

は、昔も今も映写機の光をわざと遮って映写の

邪魔をします。自分の影がスクリーンに映るの

を面白がり喜ぶのです。映画を見ている子ども

たちは、いつの時代も変わらないと感じます。 

 私が子どもの頃には、夏休みに野外映写会が

ありました。スクリーンが風にはためいて画面

が歪んだり、虫が映写機の光に集まったりも当

たり前の、わくわくした夏の夜の楽しい思い出

です。 

 今ではデジタルビデオが主流となり、コンパ

クトで扱いも簡単ですが、手間ひまかけて大画

面で映す 16ミリフィルムに比べて風情が無い

と感じるのは、私だけではないしょう。 

 今後も 16 ミリフィルムの映写、８ミリフィ

ルムの発掘、地元の古い写真や資料などをでき

る限り集め、微力ながら視聴覚教育と地域の暮

らしの継承に努めていきたいと思っておりま

す。 
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▽えすけーぷ 

 

 

 ボクシング漫画「はじめの一歩」の作者である

漫画家の森川ジョージさんが自身のＸ（旧ツイッ

ター）で自身の思いをつづった内容が、中日スポ

ーツ・東京中日スポーツのＷｅｂ版で紹介されて

いました。 

 森川さんは「たまにお願いベースでイラストや

コメントの依頼が来るのですが自分は必ず『金額

の提示が先』と小言を言います。物書きを生業と

している商売の人間に無料依頼は有り得ません」

と自分の考えを示し、「その立場だから言えるん

でしょ？と思う方、自分は売れていない若い頃か

らそうしてきました。同誌面でみんなが参加して

て自分だけがいない企画があったとしたら、それ

は自分のレジスタンスです」「まず金額の提示、

それを見て引き受けるか否かは個々の判断です」

と語っているそうです。 

 この記事を見たとき、自分の仕事を振り返って、

果たして著作物やそれを生み出す人への正当な

対価ということを考えて仕事をしてきただろう

か？と自問しました。 

 行政の場合、簡単には謝礼の予算がつかない、

ついても単価基準が低く、十分な予算が確保でき

ないということが多くあります。中には、金額が

低いことを「薄謝協会なので」というようにジョ

ークで言い訳するような向きもあるようですが、

「行政の依頼だから安くてもやってくれるだろ

う」とか「あわよくば無償で」という気持ちがあ

ったりします。 

 さらに、謝礼の基準もその方の肩書、大学教授

なのか准教授なのか講師なのか、はたまた民間技

能者なのかといったことを基に金額の段階が決

められていて、その方の能力や成果、生み出した

ものの価値に対する評価ではありません。 

 行政の場合は、森川さんの指摘のように、金額

の提示は後からだったり、無償でという前提で依

頼をすることが普通にあるのではないでしょう

か。以前、仕事で「はじめの一歩」の絵をポスタ

ーに使えないかという企画が出た際にも、無償で

できないかとか、あまり謝礼は払えないという声

が出ていたことを思い出しました。結局企画が変

更されたので、森川さんに打診することなく終わ

りましたが、打診していたら小言を言われただろ

うと思い、反省をさせられました。 

 視聴覚センター・ライブラリーは、著作権者が

いる映像作品を貸し出したり、上映したりするこ

とで仕事が成り立っています。著作物を生み出す

方々への敬意と価値への正当な評価ということ

を忘れずに活動していきたいものです。（Ｔ．Ｍ）

 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  
全国視聴覚教育連盟  
〒105-0001 東京都港区虎ノ門 3-10-11 虎ノ門 PF ビル  
TEL：03-3431-2186／Fax：03-3431-2192 
H P：http://www.zenshi. jp/ 
Mail： info@zenshi .jp 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  
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